










































Rodin と Camille と Camille の弟の Paul の関係をあげて




詩人の Paul は姉のことを書き，Camille は弟の胸像を
作るような関係であった。Paul の支えで落ち着きをみ
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エピパトグラフィーの観点からみた Niki de Saint Phalle
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Niki de Saint Phalle considered in the Epi-Pathography
Natsuko Takata 1
Abstract：彫刻家の Niki de Saint Phalle とキネティック・アートの Jean Tinguely，そして Niki 作品のコレ
クターである Yoko 増田静江について，エピパトグラフィーの観点から考察した。Tinguely は Niki の芸術上
のパートナーであり，Niki の病的な部分を引き出すことも，病理的な関係になることもなく，生涯理解者・
協力者であったことがわかった。また Yoko 増田静江は，コレクターとして Niki と出会っているが，お互い
に親近感を持ち，Yoko は Niki の創造そのものを賦活したわけではないが，深い理解者・共感者であるといえ
る。
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う。画家でいえば，Gogh と弟の Theo の関係はこの媒
介者・庇護者の例といえるだろう。Theo に子どもが生

































































































1930年10月29日，フランス人の父 Andre Marie Fal-
loux de Saint Phalle と，フランス系アメリカ人の母
Jeanne Jacqueline とのあいだに 5 人兄弟（ 2 歳年上の
兄 Jean，6 歳年下の妹 Claine， 8 歳年下の妹 Eliza-
beth，13歳年下の弟 Richard）の第 2 子として，パリ郊
外の Neuilly-sur-Seine に生まれる。本名は，Catherine 










































の他の部分を選んだほうがましです」（Niki de Saint 






Hue Wise と出会い， 5 年間絵画の指導を受ける。彼は
自由なスタイルで制作することを勧めたという（ニキ・
ド・サンファル展カタログ2006）。

























































「Niki de Saint Phalle 1954-1980」展が開かれ，その後
ヨーロッパ各地を巡回する。また，この年の 8 月，日本






Niki61歳（1991年）の 8 月，Tinguely が心臓発作で
亡くなる。Niki は葬儀を行い，その後 Tinguely へのオ









64歳（1994年），最初の自伝 “Mon Secret” が，娘
Laura に語りかける手紙の形で出版される。この中で，
11歳の時の父親からの性的虐待を告白している。さらに
その 5 年後（1999年）に，二つ目の自伝である “Trac-















p.276）。69歳（1999年），自伝の 2 巻『Harry et Moi』




























































































Niki de Saint Phalle らの美術家たちと知り合った。












1971年には Niki de Saint Phalle と結婚。1977年には
バーゼルに『噴水の劇場』（Tinguely の噴水）を制作。
1982年にはポンピドゥー・センターに隣接するストラ











1991年にベルンで死去した。Niki de Saint Phalle は
約束通り作品の保護に奔走し，1996年10月にはバーゼル















































































































































































































































エピパトグラフィーの観点からみた Niki de Saint Phalle 43
Ⅴ．エピパトグラフィーからみた Niki と
Tinguely，Yoko 増田静江
ⅰ．Tinguely と Niki の関係

















































Yoko に引き越した Niki 病を理解し，お互いに共感し合
うようになっていく。『ニキとヨーコ』（黒岩，2015）の
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